
　

県
議
会
は
、
令
和
七
年
十
二
月
定
例
会
を
十
二
月
四
日
か
ら
十
九
日
ま
で

の
十
六
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
は
、
長
崎
幸
太
郎
知
事
が
総
額
三
十
七
億
二
千
三
百
二
十
八
万

七
千
円
の
令
和
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

提
案
理
由
説
明
に
お
い
て
知
事
は
、
県
政
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
県
民
所

得
の
向
上
に
つ
い
て
「
県
民
の
家
計
に
最
も
直
接
的
に
響
く
の
が
賃
金
水
準

の
引
上
げ
で
あ
る
」
と
強
調
し
、
具
体
的
に
は
非
正
規
雇
用
労
働
者
等
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
と
就
労
の
た
め
の
一
貫
し
た
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
く
考

え
を
示
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
「
物
価
高
騰
に
よ
り
実
質
賃
金
が
低
下
す
る

中
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
な
ど
の
方
々
が
安
定
し
た
生
活
基
盤
を
築
く
た
め

に
は
、
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
力
を
養
い
、
正
規
雇
用
や
高
収
入
の
就
労
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
不
可
欠
」と
指
摘
し
、オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
や
企
業
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
、
キ
ャ
リ
ア
相
談
な
ど
就
労
ま
で
の
一
貫
支
援
を
行
う
モ
デ
ル
事
業

を
実
施
す
る
方
針
を
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
「
働
き
手
の
所
得
向
上
と

企
業
の
人
材
確
保
を
同
時
に
実
現
し
、
県
内
経
済
の
持
続
的
な
成
長
に
寄
与

し
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

開
会
日
の
本
会
議
で
は
さ
ら
に
、
九
月
定
例
会
で
設
置
し
た
決
算
特
別
委

員
会
の
審
査
結
果
の
報
告
を
受
け
た
の
ち
、
令
和
六
年
度
一
般
会
計
及
び
各

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
並
び
に
公
営
企
業
会
計
決
算
に
つ
い
て
賛
成
多
数

で
認
定
し
ま
し
た
。

　

十
二
月
九
日
か
ら
十
二
日
ま
で
の
四
日
間
は
、
開
会
日
に
行
わ
れ
た
知
事

の
提
案
理
由
説
明
を
踏
ま
え
、
代
表
・
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
（
詳
細
は

二
面
）。
ま
た
十
二
日
、
指
定
管
理
施
設
の
管
理
の
業
務
ま
た
は
経
理
の
状

況
及
び
県
が
出
資
し
て
い
る
法
人
の
経
営
状
況
を
調
査
す
る
た
め
、
指
定
管

理
施
設
・
出
資
法
人
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
（
詳
細
は
四
面
）。

　

十
二
月
十
五
日
に
は
教
育
厚
生
及
び
土
木
森
林
環
境
の
各
常
任
委
員
会

を
、
十
六
日
に
は
総
務
及
び
農
政
産
業
観
光
の
各
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、

付
託
案
件
及
び
所
管
事
項
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
（
詳
細
は
三
面
）。

　

最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
国
の
経
済
対
策
と
連
動
し
た
物
価
高
騰
対
策
と

し
て
、
九
十
一
億
九
千
五
百
四
十
一
万
二
千
円
の
追
加
補
正
予
算
案
が
提
出

さ
れ
、
直
ち
に
本
会
議
に
お
い
て
質
疑
を
行
っ
た
の
ち
、
総
務
及
び
教
育
厚

生
の
各
常
任
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
開
会
日
に
提
出
さ

れ
た
補
正
予
算
と
合
わ
せ
、
総
額
百
二
十
九
億
一
千
八
百
六
十
九
万
九
千
円

と
な
る
令
和
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
中
小
企
業
者
等
の
事

業
の
再
生
を
支
援
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
条
例
の
制
定
な
ど
、
二
十
二

案
件
を
可
決
・
同
意
し
閉
会
し
ま
し
た
。

　

渡
辺
淳
也
議
長
は
、
閉
会
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
本
年
は
、
記
録
的
猛
暑

や
市
街
地
へ
の
熊
出
没
の
急
増
な
ど
自
然
の
脅
威
を
感
じ
さ
せ
る
一
方
、
万

博
開
催
や
生
成
Ａ
Ｉ
の
進
化
な
ど
未
来
に
希
望
を
抱
か
せ
る
動
き
も
数
多
く

あ
っ
た
。
ま
た
、
本
県
で
は
北
杜
市
で
国
内
最
大
規
模
の
グ
リ
ー
ン
水
素
製

造
設
備
が
稼
働
を
開
始
し
、
水
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
先
進
的
施
策
が
進

ん
だ
。
こ
う
し
た
変
化
に
対
応
し
、
地
域
社
会
の
安
全
・
安
心
と
持
続
可
能

な
発
展
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
私
た
ち
の
責
務
で
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
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中国四川省友好訪問社会資本整備推進
山梨県議会議員連盟

　渡辺淳也議長を団長とする山梨県議会議員訪問
団は、１０月２８日に開催された「山梨県・四川省友
好県省締結４０周年記念式典」に出席しました。式典
では文化、経済など幅広い分野での人の交流の推
進を柱とした両県省による覚書が締結されました。
また、同時に開催された食や文化の交流イベント等
に参加し、友好関係の深化等に努めました。

　社会資本整備推進山梨県議会議員連盟（会長：
渡辺淳也議長）は、１０月１０日に臨時総会を開催し、
国に対し道路などインフラ整備のため十分な予算確
保を求める決議を採択しました。総会には長崎知事、
県関係国会議員、国土交通省・農林水産省幹部、市
町村議会議員も出席しました。今後も、オールやまな
しで国への要望活動を積極的に展開していきます。

県議会
トピックス 永年勤続議員を表彰

　　　地方自治の発展に貢献
　 全 国 都 道 府
県 議 会 議 長 会
から、県議会議
員 とし て10年
以上在職し、地
方自治の発展に
功績があったと

して、渡辺淳也議長（自由民主党　政風や
まなし、富士吉田市）、清水喜美男議員（未
来やまなし、甲斐市）、卯月政人議員（自由
民主党　政風やまなし、大月市）、宮本秀憲
議員（自由民主党　政風やまなし、甲府市）
が永年勤続表彰されました。

代表して表彰を受ける清水議員（左）

十
二
月
定
例
会
の
概
要



 

●		

中
小
企
業
に
お
け
る
Ｇ
Ｘ
の
推
進

●		

ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
お
け
る
普
及
・
啓
発
の
取
り
組
み
状
況

●		

観
光
経
営
人
材
の
育
成

●		

献
血
の
推
進

●		

訪
問
介
護
事
業
者
へ
の
支
援

●		

県
管
理
道
路
に
お
け
る
道
路
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

●		

公
共
交
通
網
の
再
編
に
向
け
た
基
本
方
針
の
策
定

●		

高
等
学
校
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

●		

地
域
防
災
の
強
化

●		

都
市
計
画
道
路
田
富
町
敷
島
線
の
交
通
対
策

●		

飲
酒
運
転
の
根
絶
対
策
と
取
締
り

●		

第
五
十
二
回
信
玄
公
祭
り
の
開
催

●		

リ
ニ
ア
新
駅
周
辺
整
備
に
お
け
る
県
の
主
体
的
関
与
と
安
全

対
策

●		

秩
序
あ
る
共
生
社
会
に
向
け
た
外
国
人
政
策

●		

災
害
時
の
ト
イ
レ
環
境
と
し
尿
処
理
体
制
の
充
実

●		

在
宅
酸
素
療
法（
Ｈ
Ｏ
Ｔ
）患
者
の
災
害
支
援
体
制
の
構
築

●		

孤
立
さ
せ
な
い
精
神
保
健
福
祉
の
実
現

●		

需
要
に
応
じ
た
米
の
生
産
体
制
の
強
化

●		

県
警
察
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー
人
材
の
育
成

●		

本
県
の
事
業
承
継
支
援

●		

ジ
ュ
エ
リ
ー
産
業
に
お
け
る
人
材
育
成

●		

甲
府
城
南
側
周
辺
整
備

●		

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
取
り
組
み

●		

児
童
虐
待
防
止
対
策

●		

本
県
の
子
ど
も
達
に
よ
る
国
際
交
流

●		

富
士
ト
ラ
ム
に
係
る
海
外
視
察
の
成
果

●		

国
道
百
四
十
号
・
西
関
東
連
絡
道
路
の
整
備

●		

こ
ど
も
食
堂
へ
の
支
援

●		

果
樹
農
業
の
振
興

●		

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

●		

義
務
教
育
学
校
を
導
入
す
る
市
町
村
へ
の
支
援

●		

肝
炎
対
策

●		

県
有
林
の
有
効
活
用

●		

管
理
捕
獲
従
事
者
等
の
確
保
・
育
成

●		

メ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
バ
イ
ス
・
コ
リ
ド
ー
構
想
の
更
な
る
推
進

●		

八
ヶ
岳
南
麓
エ
リ
ア
へ
の
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
に
向
け
た

広
域
的
な
取
り
組
み

●		

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

●		

農
業
の
担
い
手
の
確
保

●		

中
部
横
断
自
動
車
道
長
坂
以
北
に
お
け
る
県
の
取
り
組
み

●		

北
杜
市
内
の
道
路
整
備

●		「
や
ま
な
し
モ
デ
ル
Ｐ
２
Ｇ
シ
ス
テ
ム
」の
導
入
拡
大
に
向
け

た
取
り
組
み

●		

少
人
数
教
育
の
推
進

●		

物
価
高
騰
対
策

●		

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
被
害
対
策

●		

医
療
・
介
護
な
ど
社
会
保
障
の
課
題

●		

学
校
給
食
無
償
化

●		

高
等
学
校
入
学
準
備
サ
ポ
ー
ト
事
業
給
付
金

●		

流
域
下
水
道
事
業
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導
入

●		

知
事
の
政
治
資
金

●		

教
育
立
県
山
梨
の
深
化
に
向
け
た
少
人
数
教
育
の
推
進
と
体

制
強
化

●		

介
護
現
場
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み

●		

多
様
な
ケ
ア
ラ
ー
の
孤
立
防
止

●		

介
護
現
場
に
お
け
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

●		

子
ど
も
へ
の
食
料
支
援

●		

地
球
温
暖
化
に
適
応
す
る
強
靱
な
稲
作
の
推
進
と
ブ
ラ
ン
ド

米
の
振
興

●		

地
域
資
源
を
活
か
し
た「
稼
ぐ
力
」の
強
化
と
次
世
代
を
担
う

人
材
の
育
成

●		

中
山
間
地
域
の
持
続
可
能
な
農
業

や　ま　な　し　県　議　会　だ　よ　り 　令和８年（2026年）２月１日（日）　（2）

12月定例会では、12月９日から12日までの４日間にわたり、代表質問・一般質問を行いました。
各議員の質問項目は次のとおりです。（二次元コードを読み込むと質問の録画配信をご覧いただけます。）

県議会では、公式Facebookで議会活動の情報を発信しています。ぜひご覧ください。公式Facebookで情報発信しています。

可
決
・
認
定
・
同
意
さ
れ
た
主
な
議
案

・	

山
梨
県
中
小
企
業
者
等
の
事
業
の
再
生
を

支
援
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
条
例
制

定
の
件

・	

山
梨
県
職
員
給
与
条
例
及
び
山
梨
県
一
般
職
の

任
期
付
研
究
員
及
び
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に

関
す
る
条
例
中
改
正
の
件

・	

令
和
七
年
度
山
梨
県
一般
会
計
補
正
予
算（
第
七
号
）

・	

令
和
七
年
度
山
梨
県
恩
賜
県
有
財
産
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
三
号
）

・	

令
和
七
年
度
山
梨
県
一般
会
計
補
正
予
算（
第
八
号
）

・	

山
梨
県
人
事
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意

を
求
め
る
の
件

・	

山
梨
県
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め

る
の
件

・	

令
和
六
年
度
山
梨
県
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

　
一
般
質
問

　
代
表
質
問

●	

賃
金
の
引
き
上
げ
に
向
け
た
取
り
組
み

●	

富
士
ト
ラ
ム
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

●	

水
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

●	

航
空
・
宇
宙
・
防
衛
関
連
産
業
の
振
興

●	

産
業
施
策
推
進
に
お
け
る
経
済
団
体
と
の
連
携
強
化

●	

持
続
可
能
な
医
療
提
供
に
向
け
た
取
り
組
み

●	

ク
マ
対
策
の
強
化

●	

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
取
り
組
み

●	

国
際
保
育
の
推
進

●	

第
五
次
や
ま
な
し
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画

●	

中
山
間
地
域
の
活
性
化

●	
公
立
小
中
学
校
に
お
け
る
教
員
確
保
の
取
り
組
み

●	
電
話
詐
欺
の
現
状
と
防
止
対
策

●	

人
口
減
少
が
進
む
現
状

●	

賃
金
ア
ッ
プ
へ
の
取
り
組
み

●	

子
育
て
世
代
へ
の
良
好
な
住
環
境
の
普
及

●	

人
口
減
少
下
に
お
け
る
市
町
村
の
広
域
連
携
に
対
す
る
県

の
取
り
組
み

●	

包
括
的
性
教
育
の
展
開

●	

公
私
立
高
校
の
将
来
構
想

●	

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

●	

企
業
立
地
の
戦
略
的
な
推
進

●	

介
護
人
材
の
確
保

●	

保
育
人
材
の
確
保
・
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み

●	

職
員
の
適
正
数

●	

路
面
標
示
の
補
修
整
備

●	

姉
妹
都
市
二
・
〇

自
由
民
主
党
　
政
風
や
ま
な
し

宮
本 

秀
憲

自
由
民
主
党
新
緑
の
会

臼
井 

友
基

●	

山
梨
県
に
お
け
る
平
和
へ
の
考
え
方
や
平
和
教
育

●	

社
会
資
本
整
備

●	

山
梨
市
街
と
中
央
自
動
車
道
一
宮
御
坂
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
を
結
ぶ
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備

●	

農
作
物
の
鳥
獣
害
対
策
と
駆
除
し
た
シ
カ
な
ど
の
有
効
活
用

●	

非
正
規
労
働
者
等
に
向
け
た
や
ま
な
し
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
拡
充

●	

小
規
模
事
業
者
の
Ｄ
Ｘ
推
進

●	

医
療
・
介
護
分
野
に
お
け
る
生
産
性
向
上

●	

地
球
温
暖
化
対
策

●	

民
有
林
の
適
切
な
整
備
の
推
進

●	

働
く
世
代
の
健
康
づ
く
り

●	

山
梨
県
消
費
者
基
本
計
画
の
改
定

●	

教
員
の
魅
力
向
上
に
対
す
る
取
り
組
み

未
来
や
ま
な
し
　	

古
屋 

雅
夫

大
久
保 

俊
雄

（
自
由
民
主
党
　
政
風
や
ま
な
し
）

伊
藤 

　
毅

（
自
由
民
主
党
新
緑
の
会
）

向
山 

憲
稔

（
自
由
民
主
党
　
政
風
や
ま
な
し
）

望
月 

大
輔

（
自
由
民
主
党
新
緑
の
会
）

菅
野 

幹
子

（
日
本
共
産
党
）

福
井 

太
一

（
え
が
お
夢
）

飯
島 

力
男

（
自
由
民
主
党
　
政
風
や
ま
な
し
）

浅
川 

力
三

（
自
由
民
主
党
・
開
の
国
）

○：賛成　　×：反対

議案に対する各会派の賛否（起立採決分）

議案の名称

議
決
結
果

自
由
民
主
党

政
風
や
ま
な
し

自
由
民
主
党

新

緑

の

会

未
来
や
ま
な
し

自
由
民
主
党
・

開

の

国

日
本
共
産
党

公

明

党

リ
ベ
ラ
ル
山
梨

や

ま

な

し

県

民

会

議

え

が

お

夢
知事提出議案

第102号
（山梨県知事、副知事、公営企業の管理者、教育長及び常勤監査委員の通

勤手当及び期末手当支給条例及び山梨県特別職の秘書の職の指定等
に関する条例中改正の件）

可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

第103号（山梨県議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例中改正の件） 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

第109号（山梨県認定こども園の認定に係る要件を定める条例等中改正の件） 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

第113号（令和７年度山梨県一般会計補正予算（第７号）） 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

第115号（令和７年度山梨県集中管理特別会計補正予算（第１号）） 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

同第9号（山梨県監査委員の選任について同意を求めるの件） 同意 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

認第1号（令和6年度山梨県一般会計及び各特別会計歳入歳出決算認定の件） 認定 ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○

　県議会に関する各種
情報を、ホームページ
からご覧いただけます。
多言語やスマートフォン
にも対応しています。
　また、本会議の会議
録については、県議会
のホームページの会議
録検索システムのほか、
県立図書館や最寄りの
各地域県民センター、
お住まいの市町村議会
事務局でも
ご覧いただ
けます。

ホームページ、
会議録を

ご覧ください

そ
の
他
の
議
案
を
含
め
た

議
員
別
の
賛
否
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

山梨県議会



　  

賃
金
上
昇
に
伴
い
、
指
定
管

理
委
託
料
を
増
額
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
補
正
の
考
え
方
は
。
ま
た
、

具
体
的
な
積
算
の
考
え
方
と
、
今

後
さ
ら
に
賃
金
が
上
昇
し
た
場
合

の
対
応
は
。

　  

補
正
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
の
候
補
者
を
募
集
す
る

際
に
、
通
常
の
物
価
変
動
等
の
リ
ス

ク
を
見
込
ん
で
応
募
す
る
こ
と
を

条
件
と
し
て
い
る
た
め
、
原
則
と
し

て
、
経
費
増
は
、
指
定
管
理
者
が

対
応
し
、
変
動
が
著
し
い
場
合
に

は
、
協
議
の
上
、
県
が
対
応
す
る

こ
と
と
な
る
。
今
年
度
は
、
賃
金

動
向
を
踏
ま
え
、
人
件
費
の
著
し

い
変
動
が
あ
っ
た
も
の
と
判
断
し
、

委
託
料
の
増
額
を
行
う
。

　

ま
た
、
具
体
的
な
積
算
の
考
え

方
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
の
賃

上
げ
に
よ
り
当
初
の
計
画
額
を
超

え
る
こ
と
と
な
る
人
件
費
を
増
額

の
対
象
と
し
、
委
託
料
が
令
和
三

年
度
の
水
準
に
よ
り
算
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
令
和
三
年
度

と
今
年
度
の
最
低
賃
金
を
比
較
し

た
場
合
の
引
上
げ
率
を
参
考
に
増

額
す
る
。

　

今
後
さ
ら
に
賃
金
が
上
昇
し
た

場
合
は
、
来
年
度
以
降
の
賃
金
水

準
の
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
、
適
時

適
切
に
対
応
す
る
。

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項
】

・	

契
約
締
結
の
件

　  

公
共
交
通
網
の
再
編
に
向
け

て
、
来
年
の
秋
頃
を
目
途
に
基
本

方
針
を
策
定
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

本
事
業
の
目
的
は
何
か
。
ま
た
、

具
体
的
な
事
業
の
内
容
は
。

　  

県
内
で
は
、
人
口
減
少
や
運
転
手

不
足
の
深
刻
化
な
ど
で
交
通
空
白
が

広
が
っ
て
お
り
、
観
光
客
や
住
民
生

活
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
課
題
の
解
決
の
た
め
、

県
で
は
富
士
ト
ラ
ム
な
ど
次
世
代
モ
ビ

リ
テ
ィ
を
活
用
し
た
新
た
な
交
通
網

の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
実

現
に
は
、
全
県
的
な
公
共
交
通
網
再

編
の
指
針
と
な
る
基
本
方
針
を
策
定

す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
策
定
に
必

要
と
な
る
調
査
検
討
を
行
う
。

　

本
事
業
で
は
、
主
に
三
つ
の
内
容

に
つ
い
て
調
査
検
討
を
行
う
予
定
で

あ
る
。
ま
ず
、
人
流
デ
ー
タ
な
ど
に

基
づ
き
選
定
し
た
基
幹
路
線
の
候
補

ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
富
士
ト
ラ
ム
や
路

線
バ
ス
な
ど
に
よ
る
最
適
な
移
動
手

段
を
比
較
検
討
す
る
。

　

次
に
、
富
士
ト
ラ
ム
が
最
適
と
さ
れ

た
基
幹
路
線
の
候
補
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、

道
路
や
周
辺
設
備
の
状
況
を
踏
ま
え
、

富
士
ト
ラ
ム
が
走
行
す
る
場
合
の
技

術
的
な
課
題
を
調
査
整
理
す
る
。

　

そ
し
て
、
基
幹
路
線
を
有
効
に
機

能
さ
せ
る
た
め
に
、
次
世
代
モ
ビ
リ

テ
ィ
の
活
用
な
ど
を
含
め
た
地
域
内

交
通
の
在
り
方
に
つい
て
検
討
す
る
。

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項
】

・	

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
災
害
物

資
輸
送
調
査
費
補
助
金

　  

事
業
化
に
至
っ
た
背
景
と
期
待

さ
れ
る
効
果
は
。

　  

医
療
・
介
護
分
野
の
人
材
不
足

の
要
因
は
、
看
護
・
介
護
職
が
身
体

的
・
精
神
的
負
担
が
大
き
い
こ
と
に

加
え
、
社
会
に
不
可
欠
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
社
会
的
評
価
や
報

酬
が
十
分
で
な
い
こ
と
に
あ
る
。
医

療
機
関
や
介
護
施
設
で
は
、
業
務

効
率
化
等
の
た
め
、
Ａ
Ｉ
や
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
活
用
が
進
ん
で
い
る
が
、

そ
れ
ら
を
使
い
こ
な
せ
る
人
材
は
不

足
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
駆
使
し
業
務
改
善
を
主
導

で
き
る
専
門
人
材
と
し
て
、
高
い
社

会
的
評
価
と
報
酬
を
得
ら
れ
る
ア
ド

バ
ン
ス
ト
・
エッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
育
成
を
進
め
る
。

　

本
事
業
で
は
、
看
護
・
介
護
の
関

係
者
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
専
門
家
で
構
成
す

る
検
討
会
に
お
い
て
人
材
育
成
の
手

法
等
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、医
療・

介
護
現
場
へ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

を
行
い
、
実
効
性
の
高
い
育
成
モ
デ

ル
を
構
築
す
る
。

　

ア
ド
バ
ン
ス
ト・エッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
が
業
務
改
善
を
主
導
す
る
こ
と

で
、
医
療
施
設
等
の
生
産
性
向
上

や
職
員
負
担
の
軽
減
に
寄
与
す
る
。

ま
た
、
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆

使
す
る
人
材
と
し
て
社
会
的
評
価

と
報
酬
を
高
め
、
魅
力
あ
る
職
業

と
し
て
確
立
し
、
人
材
の
確
保
・
定

着
に
つ
な
げ
る
。

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項
】

・	

新
た
な
地
域
医
療
構
想
策
定
事
業
費

　  

こ
の
制
度
の
具
体
的
な
目
的
や

背
景
は
。
ま
た
、
本
制
度
の
将
来

的
な
展
開
と
効
果
は
。

　  

本
県
は
、
桃
の
生
産
量
日
本
一

を
維
持
し
て
お
り
、
時
期
ご
と
に

個
性
豊
か
で
異
な
る
品
種
が
生
産
・

出
荷
さ
れ
て
い
る
が
、
消
費
者
に

品
種
ご
と
の
違
い
や
特
徴
が
十
分

知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
桃

の
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
方
を

桃
ソ
ム
リ
エ
と
し
て
認
定
し
、
品

種
ご
と
の
特
徴
や
魅
力
を
消
費
者

等
に
伝
え
る
こ
と
で
、
桃
の
付
加

価
値
を
高
め
、
販
路
拡
大
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

将
来
的
に
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

な
ど
と
連
携
し
、
桃
ソ
ム
リ
エ
の

認
知
度
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

販
売
促
進
活
動
や
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
お
い
て
本
制
度
の
全
国
展
開
を

推
進
す
る
。

　

ま
た
、
桃
ソ
ム
リ
エ
の
活
用
を

通
じ
、
消
費
者
が
品
種
ご
と
の
個

性
を
楽
し
む
文
化
を
醸
成
す
る
こ

と
で
、
桃
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高

め
、
販
路
や
生
産
拡
大
に
つ
な
げ

て
い
く
。

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項
】

・	

山
梨
県
中
小
企
業
者
等
の
事
業

の
再
生
を
支
援
す
る
た
め
の
措

置
に
関
す
る
条
例
制
定
の
件

・	

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・
ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ
人
材
育
成
・
就
労
支
援

モ
デ
ル
事
業
費

・	

信
玄
公
祭
り
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
事
業
費

や　ま　な　し　県　議　会　だ　よ　り（3）　令和８年（2026年）２月１日（日）

議会の傍聴について	  県議会事務局議事調査課（TEL 055-223-1813）までお問い合わせください。傍聴の申し込みはオンラインでもできます。

●答

●答

● 問 

教
育
厚
生
委
員
会委

員
長 

小
沢 

栄
一

 

土
木
森
林
環
境
委
員
会

委
員
長 

大
久
保 

俊
雄

　

教
育
厚
生
及
び
土
木
森
林
環
境
の
各
常
任
委
員
会
は
十
二
月
十
五
日
に
、
総
務
及
び
農
政
産
業
観
光
の

各
常
任
委
員
会
は
同
月
十
六
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
令
和
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
の
議
案
や
請
願

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
総
務
及
び
教
育
厚
生
の
各
常
任
委
員
会
は
、
最
終
日
に
追
加
提
案
さ
れ

た
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
結
果
は
、同
日
の
本
会
議
で
各
常
任
委
員
長
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

公
共
交
通
網
再
編
に
向
け
た

基
本
方
針
策
定
支
援
事
業
費

ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
育
成
検
討
事
業
費

「
桃
ソ
ム
リ
エ
」認
定
・
活
用

推
進
事
業
費

武
田
の
杜
管
理
費
及
び

金
川
公
園
管
理
費

●答 ● 問

委員会
リポートリポートリポート

リ
ポ
ー
ト

リ
ポ
ー
ト

リ
ポ
ー
ト

委
員
会

● 問●答 ●  問

 

総
務
委
員
会

委
員
長 

向
山 

憲
稔

 

農
政
産
業
観
光
委
員
会

委
員
長 

流
石 

恭
史

　

各
常
任
委
員
会
で
は
、
議
会
閉
会
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
す
る
事

項
の
審
議
の
参
考
と
す
る
た
め
、
県
内
外
で
の
調
査
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
令
和
七
年
十
一
月
に
実
施
し
た
県
内
調
査
の
主

な
状
況
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

議会活動の紹介議会活動の紹介

県
内
調
査

　山梨市の防災倉庫及び指定避難所の現地調査では、生活空間やトイレ
の確保等による避難生活の環境向上に向けた取組状況を確認しました。
また、やまなし女性Miraiクエストの参加者の皆様との意見交換（写真）で
は「女性が活躍しやすい社会の実現には、男女を問わず世代間ギャップ
の解消を図ることが重要だ」などの意見がありました。

　あおぞら共和国（写真：北杜市）の現地調査では、県と認定ＮＰＯ法人難
病のこども支援全国ネットワークとの連携による難病の子どもとその家族
の療養環境向上に向けた取組状況を確認しました。また、県立八ヶ岳少年
自然の家（北杜市）の現地調査では、自然体験活動を通じた青少年の健全
育成、閑散期の利用促進や利用者拡大に向けた取組状況を確認しました。

　梅沢・日向山地区の区画整理の現地調査（写真：笛吹市）では、生産基盤の整備による
営農条件の向上と農地の集積集約化の推進に向けた取組状況を確認しました。また、日邦
プレシジョン株式会社（韮崎市）の現地調査では、県の産業集積促進助成金の活用による新
工場の建設、半導体製造装置の設計製造や水素燃料電池の研究開発などの取組状況につ
いて調査し、助成金が産業集積や雇用機会の拡大などを促進していることを確認しました。

　山梨県建設業協会「けんせつ小町甲斐」の会員の皆様との意見交換（写真）では「建
設業界の人材不足解消と女性活躍推進のため、現場とオフィスをつなぐ建設ディレク
ターという新しい職域の活用による業務効率化、環境整備が必要だ」などの意見があり
ました。また、水源地域緊急整備事業重川左岸治山工事の現地調査では、斜面安定化
による山地災害の防止や森林の水源涵養機能向上に向けた取組状況を確認しました。

総務
委員会

教育厚生
委員会

農政産業
観光委員会

土木森林
環境委員会

常常
任任
委委
員員
会会
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や　ま　な　し　県　議　会　だ　よ　り 令和８年（2026年）２月１日（日）　（4）

　

若
者
が
政
治
に
関
心
を
持
ち
、

主
体
的
に
参
加
す
る
契
機
と
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
十
月
二
十
四
日
、

山
梨
県
立
大
学
飯
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

大
学
生
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
県
議
会
議

員
十
二
名
と
大
学
生
二
十
一
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
意
見
交
換
会
で
は
、

ま
ず
「
若
い
世
代
の
政
治
参
加
を

促
進
す
る
に
は
」
を
テ
ー
マ
に
全
体

討
議
が
行
わ
れ
、
続
い
て
「
よ
り
良

い
郷
土
づ
く
り
に
向
け
て
」
を
テ
ー

マ
に
グ
ル
ー
プ
討
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
、佐
野
弘
仁
副
議
長
が

「
率
直
で
前
向
き
な
ご
意
見
を
伺
っ

た
。
今
後
の
議
会
活
動
に
活
か
し
て

い
く
。
今
後
も
若
い
世
代
の
皆
さ
ん

と
交
流
を
重
ね
、
議
論
を
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

大
学
生
と
の
意
見
交
換
会

　２月定例会は次のとおり開催する予定
です。常任委員会については分散開催
（４つの常任委員会を２グループに分け、
それぞれ別の日に開催）を実施する予定
です。

２月定例会の予定

2 月 17 日（火）本会議（開会）
24 日（火）本会議（質疑・質問）
25 日（水）本会議（質疑・質問）
 26 日（木）本会議（質疑・質問）
27 日（金）本会議（質疑・質問）

3 月 2 日（月）常任委員会（令和7年度関係）
3 日（火）常任委員会（令和7年度関係）
4 日（水）本会議（令和7年度関係）
5 日（木）常任委員会（令和8年度関係）
6 日（金）常任委員会（令和8年度関係）
9 日（月）常任委員会（令和8年度関係）

10 日（火）常任委員会（令和8年度関係）

23 日（月）本会議（閉会）
※	現時点での予定であり、今後変更
となる場合があります。

　

九
月
定
例
会
で
設
置
さ

れ
た
決
算
特
別
委
員
会

（
山
田
一
功
委
員
長
）
は
、

令
和
六
年
度
の
山
梨
県
一

般
会
計
と
各
特
別
会
計
の

歳
入
歳
出
の
決
算
内
容
及

び
公
営
企
業
会
計
（
電
気

事
業
、
温
泉
事
業
、
地
域

振
興
事
業
、
流
域
下
水
道

事
業
）
の
決
算
内
容
に
つ

い
て
、
議
会
閉
会
後
も
継

続
し
て
合
計
五
日
間
、
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査

で
は
、
収
支
の
状
況
や
予

算
執
行
上
の
適
否
等
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
審
査
の
結
果
を
十
二
月
定
例
会
開
会
日
の
本
会
議
で
山

田
委
員
長
が
報
告
し
、
賛
成
多
数
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
運
営
委
員
会
（
山
田
一
功
委
員
長
）
は
、
十
月
二
十
七

日
か
ら
二
十
九
日
に
か
け
、
今
後
の
議
会
運
営
の
参
考
と
す
る

た
め
、
大
分
県
議
会
と
熊
本
県
議
会
を
訪
問
し
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
県
議
会
で
は
、
両
県
議
会
が
進
め
て
い
る
独
自
の
取
組

や
工
夫
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
長
崎
市
の
長
崎

原
爆
資
料
館
（
写
真
）
と

熊
本
市
の
熊
本
大
学
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。
資
料
館

で
は
戦
後
八
十
年
を
踏
ま

え
た
平
和
の
記
憶
を
伝
え

る
取
組
に
つ
い
て
、
熊
本
大

学
で
は
急
成
長
す
る
半
導

体
分
野
で
の
産
学
官
連
携

に
よ
る
人
材
育
成
に
つ
い
て
、

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
十
一
日
、「
災
害
時
に

お
け
る
県
と
市
町
村
の
役
割
」
を

テ
ー
マ
に
、
今
年
度
の
議
員
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
の
県

防
災
局
西
山
隆
防
災
対
策
専
門
監

（
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
）
か
ら
、
能
登
半
島

地
震
で
の
事
例
を
交
え
た
説
明
を

受
け
、
質
疑
応
答
が
活
発
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

や
ま
な
し
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

条
例
検
証
委
員
会
（
向
山
憲
稔
委
員

長
）
は
、
十
一
月
十
九
日
の
「
や
ま

な
し
子
育
て
の
日
」
に
合
わ
せ
て
甲

府
駅
で
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、

二
次
元
コ
ー
ド
を
載
せ
た
チ
ラ
シ
を
駅

利
用
者
に
手
渡
し
、
条
例
改
正
に
向

け
た
意
見
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
内
経
済
の
活
性
化
策
に

関
す
る
政
策
提
言
案
作
成
委
員
会

（
長
澤
健
委
員
長
）
は
、
経
済
団
体
へ

の
聴
き
取
り
や
現
地
視
察
、
有
識
者
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
こ
れ

ま
で
の
調
査
・
検
討
の
状
況
を
踏
ま
え
て
素
案
を
作
成
し
、
十
二

月
十
九
日
に
政
策
立
案
調
整
会
議
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
施
設
の
管
理
の
業
務
ま
た

は
経
理
の
状
況
及
び
県
が
出
資
し
て
い

る
法
人
の
経
営
状
況
を
調
査
す
る
指
定

管
理
施
設・出
資
法
人
調
査
特
別
委
員
会

（
水
岸
富
美
男
委
員
長
）を
十
二
月
十
二

日
の
本
会
議
に
お
い
て
設
置
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
対
象
は
、
指
定
管
理
施
設
の

う
ち
山
梨
県
立
愛
宕
山
こ
ど
も
の
国
及

び
山
梨
県
富
士
川
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
の

二
施
設
と
県
出
資
法
人
の
う
ち
公
益
財

団
法
人
山
梨
県
青
少
年
協
会
の
一
法
人

で
す
。

　

同
委
員
会
は
閉
会
中
も
該
当
施
設
・

法
人
の
審
査
や
現
地
調
査
な
ど
を
継
続

し
て
行
い
、
そ
の
結
果
を
二
月
定
例
会

で
報
告
す
る
予
定
で
す
。

決
算
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
員
研
修
会
を
実
施

や
ま
な
し
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
条
例
検
証
委
員
会

県
内
経
済
の
活
性
化
策
に
関
す
る
政
策
提
言
案
作
成
委
員
会

指
定
管
理
施
設
・
出
資
法
人

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

山梨県の発展のために県議会にどのようなことをしてほしいですか？（自由記述）

① 若者との接点について
 ・	若者の声を聴く機会、若者に声を届ける機会をもっとつくってほしい。
 ・	もっと学生と交流する機会を設けてほしい。
 ・	今回のような大学生との意見交換会を継続してほしい。
 ・	若者と話す機会を増やし、今までになかった意見を取り入れてほしい。
 ・	議会と学生が議論する機会があると、若者の意見を届けられ、関心も高まるの

で継続してほしい。
② 情報発信について

 ・	今やっている施策を分かりやすく伝えてほしい。
 ・	発信の工夫（SNS や分かりやすい媒体の活用など）をしてほしい。
 ・	市民の意見を聴き取り、フィードバックがなされる透明性の高い議会であって

ほしい。
 ・	必要な情報が行き届くよう、効果的な情報提供の場所や方法を検討してほしい。

③ 主権者教育について
 ・	政治に関する教育を積極的に取り入れてほしい。
 ・	義務教育段階から政治の重要性を教えるカリキュラムをつくるべき。
 ・	主権者としての意識を高める努力が必要

今回の意見交換会を通じて、政治や地域社会への関心が高まりましたか？

回答数
とても高まった 8
高まった 7
変わらない 3
あまり高まらなかった 0
全く高まらなかった 0

計 18 

高まった
38.9%

変わらない
16.7% とても

高まった
44.4%

アンケート調査結果アンケート調査結果

Q

Q

山梨県立大学での集合写真

委 員 長 水岸 富美男

副委員長 臼 井　友 基

委　　 員
（8 名）

向 山　憲 稔
飯 島　力 男
久 嶋　成 美
望 月　大 輔
土 橋　　 亨
浅 川　力 三
菅 野　幹 子
飯 島　 　修


